動物飼料市場、2032年までに9,031億6,000万米ドルに達すると予測 | SkyQuest Technology
世界の動物飼料市場は、経済、人口動態、そして技術といった様々な要因が重なり、着実かつ持続的な成長が見込まれています。肉、乳製品、卵といった動物由来食品に対する世界的な需要の高まりが、この上昇傾向の大きな要因となっています。畜産・養鶏業が伝統的な手法からより集約的かつ効率的なシステムへと進化するにつれ、高品質な動物飼料は、動物の健康、生産性、そして製品の安全性を確保する上で、これまで以上に重要な役割を担うようになっています。
動物飼料市場規模は、2024年の6,020.6億米ドルから2032年には9,031.6億米ドルに拡大し、予測期間（2025～2032年）中に5.2%のCAGRで成長する見込みです。
動物飼料は、穀物、油糧種子粕、添加物、ミネラル、ビタミンなど、様々な成分で構成されており、家禽、牛、豚、魚、コンパニオンアニマルなど、様々な動物の栄養ニーズを満たすように調整されています。さらに、持続可能性、飼料の安全性、資源の有効活用に関する新たな懸念の高まりによって、業界の動向は大きく変化しており、飼料配合や供給システムにおける革新が進んでいます。
このレポートの詳細な目次 - https://www.skyquestt.com/report/animal-feed-market 
市場動向
主な推進要因
1. 動物性タンパク質の世界的な需要増加 -人口増加、都市化、そして特に発展途上国における可処分所得の増加により、動物性タンパク質の消費量が増加しています。これにより畜産農家は生産規模を拡大し、商業用かつ栄養価の高い飼料の需要が高まっています。
2. 産業的畜産への移行 -家庭での農業や自給自足の農業から大規模な集約的な畜産業への移行により、最適な生産性と病気への耐性を確保するために、標準化された高品質の飼料の必要性が高まっています。
3. 飼料生産における技術的進歩 -精密給餌技術、自動配給システム、AI 駆動型飼料分析の導入により、農家は栄養を最適化し、廃棄物を減らし、生産コストを削減できるようになりました。
4. 水産養殖とペットフード分野の成長 -水産養殖は世界で最も急速に成長している食品分野の一つであり、水産飼料に特化した飼料の開発が求められています。一方、特に都市部におけるペット飼育の増加は、高品質なペット栄養への需要を高めています。
制約と課題
1. 不安定な原材料価格:トウモロコシ、大豆ミール、小麦などの主要な原材料の価格は、気候、地政学、経済の混乱の影響を受け、飼料コストと業界の収益性に影響を与えます。
2. 規制圧力とコンプライアンス:特に欧州と北米では、抗生物質の使用、飼料の安全性、ラベル表示、トレーサビリティに関する規制が厳しくなり、特に中小規模の飼料メーカーにとってコンプライアンス上の課題が生じています。
3. 環境と持続可能性に関する懸念:畜産業は環境への影響について厳しく調査されており、環境に優しい飼料の代替品や二酸化炭素排出量の少ないサプライチェーンの需要が高まっています。
レポートのサンプルをリクエストする - https://www.skyquestt.com/sample-request/animal-feed-market 
市場セグメンテーション
動物の種類別
· 家禽飼料：家禽は世界で最も広く消費されている食肉であり、家禽飼料は動物飼料市場における最大のセグメントを占めています。ブロイラー肉と卵の堅調な需要に支えられ、世界の飼料生産量の40%以上を占めています。
· 反芻動物用飼料：乳牛、肉牛、ヤギ、羊用の飼料が含まれます。反芻動物用飼料セグメントは、酪農業界と牧草飼育牛肉やオーガニック牛肉への嗜好の高まりに牽引され、着実に成長しています。
· 豚飼料：アジア太平洋地域、特に中国は、世界の豚飼料市場において大きなシェアを占めています。アフリカ豚コレラ（ASF）などの過去の疾病流行からの回復が、飼料需要を押し上げています。
· 水産飼料：世界的に、特にアジアで魚の消費量が増加する中、水産飼料の需要も力強いペースで伸びています。持続可能な植物由来の水産飼料におけるイノベーションは、重要なトレンドとなっています。
· ペットフード：ペットフード分野は、ペットのプレミアム化と人間化の進展に牽引され、多くの国で二桁の成長を遂げています。消費者は、高品質で穀物不使用、そして機能性に優れたペットフードを求める傾向が高まっています。
添加剤による
· アミノ酸：タンパク質の合成と動物の成長に不可欠なアミノ酸は、飼料添加物の大部分を占めています。一般的なアミノ酸には、リジン、メチオニン、スレオニンなどがあります。
· ビタミンとミネラル: 代謝プロセスと免疫機能に不可欠なこれらの添加物は、種や成長段階に応じて調整されるようになっています。
· 抗生物質、プロバイオティクス、酵素: 規制の変更に伴って多くの地域で抗生物質による成長促進剤が段階的に廃止される一方で、腸の健康を促進するための自然な代替手段としてプロバイオティクスと消化酵素の使用が増加しています。
· その他の添加物: 飼料の嗜好性、保存性、効能を高める酸味料、抗酸化剤、結合剤、香料などが挙げられます。
フォーム別
· ペレット：取り扱いが容易で、粉塵が少なく、消化率が高いため、非常に好まれています。ペレットは、家禽や反芻動物の飼料としてよく使用されます。
· クランブルとマッシュ: クランブルは若い鳥に使用され、マッシュは産卵鶏や豚によく与えられます。
· プレミックス：ビタミン、ミネラル、添加剤を濃縮した製品で、現場で飼料原料と混合できます。カスタマイズ性と利便性の高さから、利用が拡大しています。
ご要望に応じてカスタマイズされたレポートを入手 - https://www.skyquestt.com/speak-with-analyst/animal-feed-market 
地域別インサイト
アジア太平洋地域：この地域は動物飼料市場において最大のシェアを占めており、47%以上を占めています。中国、インド、ベトナム、インドネシアなどの国々における急速な経済発展、食肉消費量の増加、そして畜産の増加が市場拡大を牽引しています。特にインドにおける酪農・養鶏セクターへの政府支援は、飼料需要をさらに押し上げています。
北米：成熟しつつもイノベーション主導型の市場である北米では、飼料添加物や精密畜産技術の導入が拡大しています。米国は飼料の生産と輸出において世界をリードしています。
ヨーロッパ：ヨーロッパ市場は、強力な規制枠組み、有機農業と持続可能な農業への重点、そして飼料における抗生物質の使用量の減少によって特徴づけられています。ドイツ、フランス、オランダなどの国々は、環境に配慮した飼料イノベーションの最前線に立っています。
ラテンアメリカおよび中東・アフリカ：これらの地域は、食肉および乳製品セクターの拡大により、成長市場として台頭しています。ブラジルとアルゼンチンは大豆由来の飼料成分の主要生産国であり、サウジアラビアや南アフリカなどの国々は近代的な畜産インフラへの投資を行っています。
市場を形成する主要なトレンド
1. 持続可能な飼料原料：昆虫ミール、海藻、発酵タンパク質、農業副産物といった環境に優しい飼料原料への移行が進んでいます。これらの原料は環境への影響が少なく、循環型農業のニーズに応えています。
2. スマートで精密な給餌: 農家は、IoT デバイス、データ分析、自動給餌器を使用して、リアルタイムの動物のパフォーマンス指標に基づいて給餌量をカスタマイズし、効率を向上させて無駄を減らすケースが増えています。
3. 非遺伝子組み換え飼料およびオーガニック飼料の需要増加:化学物質不使用の動物製品に対する消費者の嗜好は、特に高級乳製品および卵市場における飼料配合に影響を与えています。
4. 飼料流通における電子商取引チャネルの拡大：特にペットフード分野では、オンライン販売が急増し、利便性の向上とブランド競争の激化をもたらしています。
動物飼料業界の主要プレーヤー
· カーギル社
· アーチャー・ダニエルズ・ミッドランド
· ニュートレコNV
· オールテック株式会社
· チャルーン・ポカパンド・フーズ
· ランド・オレイクス株式会社
· デ・ヒュース動物栄養学
· ケント栄養グループ
将来の見通し
世界の飼料市場は、食習慣の変化、技術革新、そして持続可能性への新たな関心の高まりによって、大きな変革期を迎えています。高品質な動物性タンパク質の需要が高まり続ける中、栄養バランスとコスト効率に優れた飼料の役割はますます重要になっています。主要企業は、競争の激しい市場で優位性を保つため、研究開発、持続可能な取り組み、デジタルツールに多額の投資を行っています。
2025年から2032年にかけては、イノベーションの加速、新製品の発売、そして飼料生産者、農家、そして技術提供者間の連携強化が見込まれます。消費者の嗜好の変化や環境への要求に適応する意欲のある関係者にとって、飼料業界の未来は大きなチャンスを秘めています。
関連する市場調査をご覧ください:
https://pando.life/article/1079272 
